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7 石倉
イシクラ

　　正
タダシ 学校法人水谷学園

出雲北陵中学・高等学校

同校に着任以来、芸術分野での教科指導、生徒指導に熱心に取り組み、同校の特
色でもある美術・CGデザインコースの発展に貢献した。美術工芸教育を通じて、生
徒たちの創作意欲を引き出し、県内外の各種映像コンテスト、広告コンテスト等に生
徒作品を出品、そこで高い評価を受けている。また、自らもしまね映画塾に参加し、
2006年には「清水奇譚」で最優秀脚本賞、07年には「わたしのおじいちゃん」で最優
秀監督賞を受賞した。最近は校内のICT教育推進委員会のリーダーとして国の進め
るGIGAスクール構想の実現に尽力している。

8 細木
ホソキ

　康弘
ヤスヒロ 学校法人江の川学園

石見智翠館高等学校

同校内に立ち上げた難関国立・私学大学を目指す特別進学コース（智翠館特別コー
ス）で20年来、学習指導、進学指導を続ける一方、教員の資質向上や中学校への
PR活動にも尽力してきた。平成29年には特別進学コースの教頭に就任、強いリー
ダーシップで学習指導体制を強化し、生徒・保護者との面接を重視しながら、進学実
績を着実に積み上げてきた。最近は難関国立大学だけでなく医歯薬系大学にも多く
の合格者を出すに至り、智翠館特別コースは県内私立学校の進学コースではトップ
の実績を誇り、また県立高校理数科にも引けを取らない存在にまで高めた。

9 木原
キハラ

　一也
カズヤ 学校法人淞南学園

立正大学淞南高等学校

同校では音楽の教科指導を行いながら、マーチングバンド部では創設時から平成２
３年まで顧問を務め、全国高校総合体育大会での公開演技や全国高等学校総合文
化祭出場などの実績を重ね、音楽教育活動を通じて同校の知名度を高めた。また、
平成２５年からは射撃部の顧問となり、全国規模の大会出場を幾度と経験、令和元
年度から３年間、同校射撃部は全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会で連続日
本一を成し遂げた。令和２年の同大会では「日本新記録」をマークしている。
　音楽科の学習指導に加え、平成１７年には情報科の教員資格免状も取得し、情報
科の授業も受け持っている。
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4 倉
ク ラ

掛
カケ

　裕喜
ヒ ロ キ 学校法人大多和学園

開星中学・高等学校

同校（中学校）のサッカー部を指導し、県中学総体では6度の優勝を飾る。自らも日
本サッカー協会A級指導者資格（U15）を有している。平成28年に同校学校生活部
長、30年からは研究開発部長に就き、同校の授業改善を進め、特に探究学習の開
発に尽力した。令和2年度は日本私学教育研究所の委託研究員も務めた。

5 田中
タ ナ カ

　　薫
カオル 学校法人大多和学園

開星中学・高等学校

当該校が平成25年、文科省スーパーサイエンスハイスクール（SSH）事業の指定校
を受けるにあたり、中心的な役割を担い、同年からSSH部長として探究的な学習、課
題研究の取り組みを進め、学外研究機関とも連携しながら、事業の普及に努めた。
令和元年からは同校広報企画部長として、教科融合教育プログラム（スマイルプロ
グラム）を考案、その広報や教育実践を進めている。

6 竹内
タケウチ

　康
ヤス

貴
タカ 学校法人水谷学園

出雲北陵中学・高等学校

着任以来、同校の音楽科指導、生徒指導に熱心に取り組み、特に吹奏楽部顧問と
して、同部を中国大会、全国大会に度々出場させ、平成22年には日本管楽合奏コン
テスト全国大会で最優秀グランプリ・文部科学大臣賞を受賞、翌年には全日本吹奏
楽コンクールでも金賞を受賞した。同校の吹奏楽部を全国大会常連校に育て上げ
た。
出雲市の「出雲ドーム2000人の吹奏楽」の企画運営に加わり、音楽を通して地域貢
献も行っている。
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1 古瀬　泰之
フルセ　　　ヤスユキ 学校法人水谷学園

出雲北陵中学・高等学校

平成１６年に同校に卓球部を創設。当初から監督として技術指導だけでなく、きめ細
かい生活指導や学習指導を行いながら、生徒を文武両面で鍛え上げ、中国地区は
もとより全国大会にも幾度と出場を果たし、好成績を収めた。その功績により競技連
盟から優秀指導者等の表彰を受けている。近年はICTを活用した強化し度を積極的
に行うことで、学習能力の向上に努めている。

2 浜屋
ハマヤ

　陽
アキラ 学校法人大多和学園

開星中学・高等学校

長年進路指導に携わり、進路実績の向上に貢献するとともに、進路アドバイザー検
定の認定者として後進教員の指導にも力を入れている。
平成２６年からは、学校の研究開発部長として探求型授業の開発や課題研究の指
導に携わり、職員の資質向上に寄与した。ICTを活用した授業も積極的に取り入れ、
生徒の学習能力の向上に努め、２８年には同行の教頭に昇任、学校の組織改革や
未来構想の実現に向け取り組んでいる。

3 松浦　亮
マツウラ　リョウ 学校法人大多和学園

開星中学・高等学校

同校の中高一貫コール開設にあたり、６年間の教育方針（「開星ドリカムプラン」）を
作り、自ら担任を務めるとともに、授業にアクティブラーニング（「７つの習慣」など）や
ディベートを積極的に取り入れ、生徒の自立・自律を育て、思考力・発表力を伸ばす
教育に努めた。生徒によるディベート甲子園の出場も果たした。平成２８年からは同
校の教頭を務めている。
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